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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。

市
ご
み
連
絡
会
。
�
美
梨　
０４２

（
３
４
２
）
０
９
５
３

�
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ま
つ
り

（
小
平
第
２
団
）　

　

月　

日

１０

２５

（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
。
津

田
公
民
館
。
無
料
。
ス
カ
ウ
ト

と
い
っ
し
ょ
に
工
作
や
ゲ
ー
ム

で
遊
ぶ
。
�
上
松　

（
３
２
６
）

０４２

０
３
９
９

�
武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
祭　

　

月
１
日
（
土
）
〜
３
日
（
月
・

１１祝
）
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
。

五
美
大
交
流
展
、
ラ
イ
ブ
、
作

品
展
示
ほ
か
。
ゲ
ス
ト
…
Ｌ
Ａ

Ｒ
Ｒ
Ｙ
＆
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
氏
。

�
芸
術
祭
実
行
委
員
会
執
行
部

　

（
３
４
２
）
６
４
７
９

０４２�
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
会　

感

動
す
る
こ
と
・
育
つ
こ
と　
　
１１

月
６
日
（
木
）
午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分
。
中
央
公
民
館
ホ
ー

３０
ル
。
費
用
５
百
円
。
講
師
…
永

野
む
つ
み
氏
（
人
形
劇
団
ひ
ぽ

ぽ
た
あ
む
）。
乳
幼
児
を
持
つ

母
親
対
象
。
保
育　

人
（
先
着

１０

順
、
要
予
約
、
８
百
円
）。
�
小

平
こ
ど
も
劇
場　

（
３
４
７
）

０４２

７
２
１
１

�
第　

回
津
田
塾
祭　
　

月
７

４９

１１

日
（
金
）
〜
９
日
（
日
）
午
前

　

時
か
ら
。
景
品
付
き
ゲ
ー

１０ム
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
７
日
）、

玉
木
宏
公
演
（
８
日
）、
加
藤
和

樹
公
演
（
９
日
）、
研
究
発
表
ほ

か
。
公
演
は
学
内
優
先
、
チ
ケ

ッ
ト
制
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集
。
�
塾
祭
実
行
委

員
会
０
９
０
（
６
１
３
７
）
１

６
３
８

�
�
と
き
わ
会　

周
年
記
念
行

３０

事　
　

月　

日
（
木
）
午
後
１

１１

２７

時　

分
開
場
、
２
時
開
演
。
ル

３０
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
。
無

料
。
あ
さ
や
け
作
業
所
所
員
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
あ
さ

や
け
合
唱
団
の
演
奏
ほ
か
。
当

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
合
唱
団

員
も
募
集
。
�
あ
さ
や
け
作
業

所
・
庄
司　

（
３
４
５
）
４
５

０４２

７
５

�
国
立
看
護
大
学
校
公
開
講
座

　

心
疾
患
の
看
護
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

地
域
で
高
齢
者
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に　
　

月　

日

１０

２５

（
土
）
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
。
国
立
看
護
大
学
校
講

３０堂
。
無
料
。
�
国
立
看
護
大
学

校
公
開
講
座
担
当
（
清
瀬
市
梅

園
１
�
２
�
１
）０
４
２（
４
９

５
）
２
２
１
１
内
線
５
１
０
３

�
プ
リ
テ
ィ
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会　
　

月
か
ら
の

１１

第
２
・
４
土
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
。
全
８
回
。
鈴
木
公
民

館
。
月
会
費
１
千
円
。
講
師
…

広
瀬
政
輝
氏
（
公
認
指
導
者
）。

運
動
靴
持
参
。
�
飯
塚　

（
３

０４２

４
４
）
１
６
１
７
（
午
後
６
時

以
降
）

 
★
着
付
け　

茜
会　

ふ
だ
ん

着
、
礼
装
、
振
袖
な
ど
の
自
装

か
ら
他
装
ま
で
。
和
装
の
マ
ナ

ー
。
第
１
・
３
火
曜
日
午
前　
１０

時
〜
正
午
。
小
川
西
町
公
民

館
。
月
会
費
２
千
円
。
�
冨
樫

　

（
３
４
７
）
６
３
０
０

０４２★
マ
マ
さ
ん
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル　

月
２
〜
４
回
不
定
期
、
平

日
午
前
９
時　

分
〜
正
午
…
市

３０

民
総
合
体
育
館
、
日
曜
日
午
後

３
時
〜
５
時
…
第
一
中
学
校
。

入
会
金
２
千
円
。
子
連
れ
、
初

心
者
可
。
�
濱
村　

（
３
２
５
）

０４２

３
３
４
７

★
明
寿
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ　

金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時　

分
。
仲
町
公
民
館
、
福
祉

３０
会
館
ほ
か
。
月
会
費
１
千
円
。

�
有
賀　

（
３
４
１
）７
５
０
７

０４２

★
小
平
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

第
２

火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
。
中

央
公
民
館
。
月
会
費
５
百
円
。

自
作
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
研
究
。
昼

間
の
講
習
会
と
学
習
会
あ
り
。

�
鷹
取　

（
３
２
２
）０
６
９
５

０４２

★
古
典
文
学
を
読
む
会　
　

月
１１

か
ら
落
窪
物
語
。
第
２
・
４
水

曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。
小
川

１０

西
町
公
民
館
。
月
会
費
１
千
５

百
円
。
�
澤
藤
０
４
２
（
４
６

７
）
１
８
３
８

★
新
舞
踊　

若
香
月
会　

第

２
・
４
火
曜
日
午
後
１
時　

分
３０

〜
４
時
。
小
川
西
町
地
域
セ
ン

タ
ー
。
月
会
費
２
千
円
。
�
石

橋　

（
３
４
５
）
１
０
３
２

０４２
★
フ
ラ
ダ
ン
ス　

ハ
ナ
レ
イ
・

モ
キ
ハ
ナ　

第
２
・
４
火
曜
日

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
。

３０

３０

中
央
公
民
館
ほ
か
。
月
会
費
２

千
円
。
�
む
ら
や
ま　

（
３
４

０４２

２
）
１
９
２
７

�
学
習
会　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
の
現
状
と
問
題
点　

　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

１０

２５

３０

分
〜
４
時　

分
。
中
島
地
域
セ

３０

ン
タ
ー
。
資
料
代
３
百
円
。
講

師
…
小
椋
和
子
氏
。
主
催
…
三

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ���������������������
掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

サッカー全日本女子ユース（Ｕ�１５）選手権大

会で優勝した、浦和レッズジュニアユースレデ

ィースのメンバー、山田小百合さんと藤田実桜

さんが市長を表敬訪問しました。市内の中学２

年生の２人には、市長から「これからも、目標

に向かって努力し続けてください」と激励の言

葉が贈られました。

浦和レッズジュニアユース
レディースのメンバーが来庁

　

小
平
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の

委
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
専
門
分
野
と
現

職
）。

▽
今
井
美
代
子
（
文
化
財
・
民

話
／
市
民
）

▽
梅
田
定
宏
（
近
現
代
史
／
高

等
学
校
教
諭
）

▽
大
石
学
（
近
世
史
／
大
学
教

授
）

▽
大
岡
聡
（
近
現
代
史
／
大
学

准
教
授
）

▽
大
門
正
克
（
近
現
代
史
／
大

学
教
授
）

▽
香
月
洋
一
郎
（
民
俗
学
／
大

学
教
授
）

▽
久
留
島
浩
（
近
世
史
／
大
学

教
授
）

▽
庄
司
徳
治
（
地
域
研
究
／
市

民
）

▽
椿
真
智
子
（
地
理
学
／
大
学

准
教
授
）

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
市
史
の

編
さ
ん
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

委
員
会
の
設
置
期
間
は
、
平

成　

年
度
末
ま
で
で
す
。

２４
問
合
せ　

企
画
政
策
部
市
史
編

さ
ん
担
当
�　

（
３
４
１
）
２

０４２

３
２
４

 
障
が
い
者
作
品
展

�
市
役
所
１
階
受
付
横
ロ
ビ
ー

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
〜

１２

２２

　

日
（
金
）　

午
前
８
時　

分

２６

３０

〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後
１

２２

時
か
ら
）

�
中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と　

き　
　

月　

日
（
火
・
祝
）

１２

２３

〜　

日
（
金
）　

午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
４
時
（　

日
は
午
後
１
時

２３

か
ら
）

申
込
み　
　

月
３
日
（
水
）
か

１２

ら　

日
（
水
）
ま
で
に
問
合
せ

１７
先
へ
持
参

障
が
い
者
作
品
展

作

品

募

集

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

問
合
せ　

障
害
者
福
祉
課
（
健

康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）

�　

（
３
４
６
）
９
５
４
０
、

０４２
�　

（
３
４
６
）
９
５
４
１

０４２

 
�
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

足
腰
を
き
た
え
よ
う

と　

き　
　

月　

日
（
火
）　

１０

２８

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
４０

講　

師　

宇
津
木
一
雄
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、

タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
地
域
支

援
係
�　

（
３
４
６
）
９
５
３
９

０４２

 
�
高
齢
者
の
た
め
の
食
事
作
り

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
の
た
め
の
教
室
で
す
。
栄

養
・
食
事
作
り
を
見
て
、
味
わ

っ
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）　

１０

２９

午
後
２
時
〜
４
時

介
護
予
防
講
座

家
族
介
護
教
室

と
こ
ろ　

仲
町
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
３０

講　

師　

小
峰
峰
子
さ
ん
（
栄

養
士
）

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
多
摩
済
生
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

�　

（
３
４
９
）
２
１
２
３

０４２

 　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
品
物
を
廉
価
で

販
売
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
３
日（
月
・
祝
）

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

雨
天
決
行

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
お
よ
び
福

祉
会
館
前
市
民
広
場

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
福
祉
施
設
の
作
品
・
県
人
会

の
郷
土
物
産
品
・
庭
木
な
ど
の

販
売
、
縁
日
広
場
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

問
合
せ　

小
平
市
社
会
福
祉
協

議
会
�　

（
３
４
４
）１
２
１
７

０４２

社
協
福
祉
バ
ザ
ー

第　

回
３６

 
と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

１１

２１

午
後
１
時
〜
４
時　

０
時　

分
３０

受
付

と
こ
ろ　

ク
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

（
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

６
階
）

費　

用　

無
料

定　

員　

２
百　

人
２０

内　

容　

生
島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
に

よ
る
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
気
候
変
動
と

水
環
境
」

申
込
み　
　

月　

日
（
月
）
ま

１０

２７

で（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、「
下
水
道
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
参
加

希
望
」
と
明
記
し
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

人
数
、
同
伴
者
を
記
入
の
う

え
、
�
小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
営
業
部
内
「
下
水
道
環
境
フ

下

水

道

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

２

０

０

８

ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
」
参
加
申

込
事
務
局
（
〒　

�
０
０
２
３

１６０

　

新
宿
区
西
新
宿
１
�
８
�
３

　

小
田
急
明
治
安
田
生
命
ビ

ル
）
へ
�　

（
３
３
４
６
）
０

０３

８
８
３
、
�gesui@odakyu

-ag.co.jp

問
合
せ　

日
本
下
水
道
協
会
東

京
都
支
部
事
務
局
（
町
田
市
上

下
水
道
総
務
課
内
）
�
０
４
２

（
７
２
０
）
１
８
１
１

  
�
も
う
一
度　

あ
な
た
の
笑
顔

　

見
た
い
か
ら　

相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か

　
　

月
は
犯
罪
被
害
者
支
援
推

１１
進
月
間
で
す
。
お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
番
号　

�　

（
３
５
９
７
）

０３

７
８
３
０

犯
罪
被
害
者
支
援

推

進

月

間

問
合
せ　

小
平
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市内商店会イベント　日程
問　合　せ内　　　　　　容と　こ　ろと　　　　き

学園坂商店会
�０４２（３４２）０６３３

秋の感謝祭
特売、抽選会（午後２時～６時）、ねぶた
祭り（２５日（土）午後５時～７時）

学園坂商店会
１０月２４日（金）・２５日（土）

終日

花南商店会
�０４２（４６２）６７５９

花南ふれあい市
フリーマーケット、模擬店、お楽しみ抽選
会、甘酒・綿あめ無料サービス

花南商店会
１０月２５日（土）・２６日（日）
午前１０時～午後３時

光ヶ丘通り商店会
�０４２（４６５）３２４９

秋の味覚祭
焼きいも、焼きそば、花鉢などの格安販
売、バザー

光ヶ丘通り商店会
１１月１６日（日）

午前１０時～午後２時

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財 政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情 ののののののののののののののののののののの 公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表財 政 事 情 の 公 表平成19年度平成19年度

市では、市の財政事情を年２回公表しています。
今回は、平成１９年度の財政状況全般についてお知らせします。 問合せ　財政課�042（346）9504

○決算の特徴（表１）
　小平市には、一般会計のほかに５つの特別会計（国民健康保険事業、老人保健、介護保
険事業、下水道事業、受託水道事業）があり、歳入合計が前年度比１．５％の増、歳出合計
が前年度比２．１％の増となりました。
　代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入では、市税が増となりましたが、新
たな借入金を抑えたことなどにより前年度比０．８％の減となりました。一方、歳出では、扶
助費、公債費、積立金が増となりましたが、普通建設事業費などが減ったことにより前年
度比０．１％の減となりました。

表２　平成１９年度の主な事業（一般会計）

●市民活動支援事業の推進
●自治基本条例づくりの推進
●シンボルマーク（畑からまっしぐら）を活用した
農産物の直売・ブランド化の推進ほか
●空き店舗を活用した商店街の振興事業ほか
●小・中学校の耐震補強（大規模改造を含む）の実施
●小学校へのスクールガード（学校安全警備員）の
配置
●コミュニティ・スクールの推進
●放課後子ども教室推進事業の実施
●乳幼児医療費助成事業の拡充
●病後児保育、一時保育の実施

●健康センター内応急診療所で準夜診療を年中
無休で実施
●認知症高齢者や知的障がい者などのための権
利擁護推進機関の設置
●障害者地域自立生活支援（相談支援）センタ
ーの設置
●障害者就労支援の推進
●小川町一丁目土地区画整理事業の実施
●公共下水道雨水整備の推進
●小川緑地の整備
●新エネ・省エネ機器モニター助成制度の創設
●行財政再構築プランの推進

説　　　　　　　　　　　　　　　　　明平成１９年度（平成１８年度）項　　目
財政力の強弱を示す数値（３か年平均）。１を超えるほど財源に余裕があり、普通交付税の不交付団体となります。全国では、１，８０４市町村のうち１８６市町村が不交付団体です。１．０５５（１．０２９）財政力指数
地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する比率。おおむね７０％～８０％の間が望ましく、８０％を著しく超える団体は、財政硬直化の傾向があると考えられます。９２．７％（９３．５％）経常収支比率
一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、１１．６９を超えると警戒ラインです。―実質赤字比率健

全
化
判
断
比
率

一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、１６．６９を超えると警戒ラインです。―連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率（３か年平均）。２５．０％を超えると警戒ラインです。４．７％（１２．３％）実質公債費比率
一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。３５０．０％を超えると警戒ラインです。１８．３％将来負担比率
下水道事業特別会計における資金不足額の事業規模に対する比率。２０．０％を超えると警戒ラインです。―資金不足比率

※実質公債費比率は、算定方法が変更されたため、数値が大きく変わりました。
※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が算定されないことを表します。

表３　小平市の財政指数

○小平家・他家（２６市平均）の家計簿（図２）
　一般会計決算を家庭に例えて、小平家・他家の１年間の家計簿を、人口規模を合わせ作
成しました。
　小平家は収入、支出ともに他家に比べると少ない額になりました。内容を見ると、まず
普通建設事業（家屋の増改築など）が大幅に少なくなっています。これは、昨年度は、土
地の購入や学校の増改築などの事業が少なかったためで、収入面の市債（ローン）や国・
都支出金（実家からの仕送り）が少ないことにもつながります。
　また、収入面の柱となる市税（給料）も他家と比べると少ないことがわかります。一方、
支出が避けられない人件費（生活費）や扶助費（学費・医療費）などは他家に比べると少
ない額で済んでいますが、今後は扶助費の伸びが予想されています。
　また、公債費（ローン返済金）は他家と同程度ですが、小平家では昨年度が返済のピー
クで、数年は高止まりをしますが、それ以降は年々大きく減少していきます。

○小平市の財政指標（表３）
　小平市は５指標とも健全な数値となりました
　平成１９年度決算より、健全化判断比率４指標、ならびに下水道事業特別会計の資金不足
比率のあわせて５指標の公表が義務付けられました。従来の一般会計のみの財政状況の分
析から、特別会計の財政状況、一部事務組合への負担金の状況、さらには土地開発公社の
債務までが新たにチェック対象となりました。

表１　平成１９年度一般会計・特別会計５事業の決算状況

図１　一般会計歳入・歳出の状況

前年度比（％）歳　　出前年度比（％）歳　　入区　　　分
△０．１４８７億７千万円△０．８４９８億４千万円一般会計
９．８１５８億円８．４１５８億８千万円国民健康保険事業

特
別
会
計

△０．３１０４億１千万円△１．６１０３億７千万円老人保健
５．４７４億４千万円７．０７９億３千万円介護保険事業
１１．０６１億３千万円１１．８６２億３千万円下水道事業
△４５．６５億４千万円△４５．６５億４千万円受託水道事業
２．１８９０億９千万円１．５９０７億９千万円合　　　計

グラフ２　基金現在高の推移

平成２２年度末の基金残高を、財政調整基金３０
億円、公共施設整備基金２０億円とすることを
目標としています。
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１年間の支出１年間の収入

他家小平家支出内容他家小平家収入内容

１１６万円９６万円人件費（生活費）３１９万円３０８万円市税（給料）

１１６万円１０２万円扶助費（学費、医療費）４９万円３５万円各種譲与税、交付金（諸手当）

４６万円４６万円公債費（ローン返済金）１９万円１２万円分担金・負担金、使用料およ
び手数料（アルバイト収入）

９３万円７６万円物件費（被服費、消耗品）１２９万円１０１万円国・都支出金（実家からの仕送り）

６７万円６４万円補助費等（自治会費）１４万円６万円財産収入（古物売払い）

１５万円２２万円積立金（貯金）１７万円１４万円繰越金（財布の中身）

６３万円６１万円繰出金（仕送り）５４７万円４７６万円稼ぎの計

６０万円２１万円普通建設事業（家屋の増改築など）２０万円１５万円繰入金（貯蓄取り崩し）

　　　２４万円７万円市債（ローン）

５７６万円４８８万円支　出　計５９１万円４９８万円収　入　計

図２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ１　市債現在高の推移

市債残高は、ピークであった平成８年度から
約３００億円減り、５９５億円になりました。市民
１人当たりで見ると約３３万円になります。

※普通会計ベース。
※小平家と他家（２６市平均）の人口規模を合わせて算出。

学校の耐震補強

健康センター内準夜応急診療所

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史 編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編 さささささささささささささささささささささささささささささささささ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん市史編さん
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